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 街

道
の

景
観
絵

図
 

よ
し
か
わ
 

こ
の
絵
図
は
、
賀
茂
郡
吉
川
村
の
竹
内
家
文
書
（
当
館
所
蔵
）
 

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
賀
茂
郡
往
還
筋
景
色
絵
図
」
で
す
。
竹
内
 

わ
り
 

家
は
、
江
戸
時
代
に
賀
茂
郡
の
割
庄
屋
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
 

じ
．
ん
け
ん
L
 

大
名
や
巡
見
使
等
が
西
国
街
道

（
山
陽道
）
を
「埋
行
す
る
際
に
は
、
 

広
島
藩
か
ら
御
用
懸
り
を
命
じ
ら
れ
、
通
行
に
支
障
を
来
さ
な
い

た
め
の
取
締
や
諸
準
備
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
o
 

・

フ
め
た
に
 

元
治
元
年

（
一八高
）
五
月
二
十
一
日
、
朝
廷
の
勅
使
梅
渓
通
善
 

ほ
う
へ
い
し
 

が
、
豊
前
国
宇
佐
宮
・
筑
前
国
香
椎
宮
へ
の
奉
幣
使
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
西
国
街
道
を
通
行
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
賀
茂
郡
内
の
通

行
に
備
え
て
作
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
絵
図
で
す
。
奉
幣
使
と
は
、
 

へ
い
はく
 

神
社
や
天
皇
の
陵
墓
に
幣
畠

（
供
え物
）
を
献
上
す
る
た
め
に
朝

廷
か
ら
送
ら
れ
る
使
者
の
こ
と
で
、
室
町
時
代
に
い
っ
た
ん
途
絶

え
た
の
ち
、
江
戸
時
代
に
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
年
の
奉
幣
使
で
は
、
梅
渓
の
ほ
か
、
供
の
者
二
〇
〇
人
が

随
行
し
て
お
り
、
往
路
は
六
月
二
日
、
復
路
は
七
月
四
日
に
、
賀

茂
郡
四
日
市
宿

（
西
条
）
で

一
泊
し
て
い
ま
す
。
奉
幣
使
通
行
に

際
し
て
、
賀
茂
郡
の
御
用
懸
り
を
命
じ
ら
れ
た
竹
内
家
は
、
往
還

筋
の
道
や
橋
の
修
繕
・
掃
除
を
は
じ
め
、
郡
役
所
を
通
じ
て
、
広

島
藩
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
を
受
け
、
通
行
に
備
え
ま
し
た
。
 

上
の
絵
図
は
、
ち
ょ
う
ど
八
本
松
付
近
を
描
い
た
部
分
で
す
。
 

奉
幣
使
を
迎
え
る
う
え
で
必
要
な
も
の
し
か
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、

一
行
が
休
息
す
る
「
湯
茶
置
所
」
・
「
御
腰
掛
所
」
や
「
御

輿
建
場
」
の
ほ
か
、
街
道
沿
い
の

一
里
塚
な
ど
が
描
か
れ
、
当
時

の
西
国
街
道
の
雰
囲
気
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
絵
図

は
、
北
を
下
に
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
西

（
右
手
）
は
占至
口
村
の
 

「御
迎
場
」
か
ら
、
東

（
左
手）
は
新
庄
村
ま
で
の
街
道
風
景
を
、
 

竪
紙
を
長
く
継
い
で
描
い
て
い
ま
す
o
 

（
西
向
宏
介
）
 



鵬
 

広島県立文書館だより 

《
和
才
？
、年
 

銃
後
奉
公
曾
級
 

山
野
村
捜
場
 

〈企画展から〉 

当館総括研究員 安藤福平 

公文書に見る 「戦中・戦後の援護」 

県立文書館企画展示

戦中‘戦後の援護 

―戦争犠牲者へ
の追悼と援護 

7月26日（金） 
~ 10月26日（土） 

会場 県立文書館展示室 

（広島県情報プラザ2階） 

日曜・祝日は休館 

文書館講演会 

「戦中・戦後の援護 

―戦争犠牲者への追悼と
援護」 

9月21日（土）13 】 30-- 15:30 

講師】安藤福平（当館総括研究員） 

場所】広島県情報プラザ第一研修室

申込：電話または葉書で 

9 730-0052 広島市中区千田町3-7-47 

広島県立文書館 

TEL 082-245-8444 

今
年
度

の
広
島
県

立
文

書
館
の
展
示
は
「
戦
中
・
戦

後

の
援
護
 
戦

争
犠
牲

者
へ
の
追

悼
と
援

護
」
 
と

い
う
テ
ー
マ
で

開
催
し
ま

す
。
戦
争
犠
牲
者
に
対
す

る
援
護
の
歴
史
を
振
り
か

え
る
た
め
、

県
や
市
町
村

の
公
文
書
を
中
心
に

写
真

等
を
含
め
展
示
し
ま
す
。
こ

の
展
示
に

ち
な
ん
で
、

こ

こ
で
は
関
連
公

文
書
の
表

紙
を
見

る
こ
と
で
、

町
村

役
場
の
援

護
業
務
の

変
遷

を
た
ど

つ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

日
中
戦
争
が
勃
発
す

る
と
兵
士
が
大
量
動
員

さ
れ

（
「応
召
軍
人
名

簿
」
）
、残
さ
れ
た
家
族
の
援
護
が
戦
争
を
遂
行

し
て
い
く
う
え
で
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
働

き
手
を
招
集
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
計
が
困
難
と

な
っ
た
遺
家
族
に
は
軍
事
扶
助
が
行
わ
れ
た
 

（
「軍
事
扶
助
関
係
書
類
綴
」
）
。ま
た
、
遺
家
族
 
 

に
対
す
る
労
力
奉
仕
を
は
じ
め
、
物
心
両
面
に

わ
た
る
援
護
が
重
視
さ
れ
た

（
「軍
人
遺
家
族

援
護
事
業

一
件
」
）
。援
護
活
動
を
進
め
る
た
め

町
村
ご
と
に
銃
後
奉
公
会
が
結
成
さ
れ

た
 

（
「銃
後
奉
公
会
綴
」
）
。
 

兵
士
が
戦
死
す
る
と
、
電
報
や
公
報
に
よ
り

役
場
を
通
じ
て
遺
族
に
伝
達
さ
れ
た

（
「戦
死
・

病
死
者
公
内
報
綴
」
）
。そ
し
て
、
遺
骨
と
な
っ

て
帰
還
し
た
兵
士
の
葬
儀
が
村
葬
と
し
て
盛
大

に
執
行
さ
れ
た

（
「村
葬
関
係
書
類
」
）
。役
場

で
は
戦
没
者
や
傷
痩
軍
人
の
台
帳
が
整
母傭
さ
れ
、
 

在
本立
や
一
時
賜
金
な
ど
の
申
請
事
務
や
遺
族
援

護
の
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
た
（
「
戦
没
者
遺

族
台
帳
」
「傷
痩
軍
人
台
帳
」
）
。
 

戦
争
末
期
に
な
る
と
、
一
般
市
民
を
標
的
に

し
た
都
市
無
差
別
爆
撃
が
本
格
化
し
、
呉
空
襲
、
 

広
島
原
爆
投
下
、
福
山
空
襲
で
多
数
の
市
民
が

犠
牲
と
な
っ
た
。
負
傷
し
た
り
家
を
失
っ
た
戦

災
者
に
は
擢
災
証
明
書
が
発
給
さ
れ
、
戦
時
災

害
保
護
法
に
よ
る
援
護
の
対
象
と
な
っ

た
 

（
「広
島
戦
災
者
名
簿
」
）
。敗
戦
と
と
も
に
復
員

や
引
揚
が
始
ま
り
、
引
揚
者
援
護
と
と
も
に
、
 
 

シ
ベ
リ
ァ
抑
留
な
ど
未
帰
還
者
の
情
報
提
供
や

留
窒
象
族
対
策
な
ど
が
行
政
課
題
と
な
っ
た
。
 

「
陸軍
復
員
名
簿
」
「引
揚
者
生
活
困
窮
者
越
冬

寝
具
衣
料
品
配
給
台
帳
」
「
未
引
揚
一
般
邦
人

調
査
簿
」
な
ど
の
文
書
は
そ
う
し
た
業
務
の
な

か
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

占
領
下
で
は
、
軍
国
主
義
が
否
定
さ
れ
、
軍

人
を
優
遇
す
る
諸
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
戦
争
の

各
種
犠
牲
者
は
一
般
の
社
会
保
障
に
よ
る
救
済

が
基
本
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
後
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
が
公
布
さ
れ
、
戦
後
補
償
が
本
格
化
す

る
。
そ
れ
と
と
も
に
遺
族
会
の
組
織
化
が
進
み
 

（
「遺
族
会
一
件
」
）
、戦
没
者
追
悼
が
恒
例
化
し

慰
霊
碑
の
新
た
な
建
立
も
行
わ
れ
た

（
「（
慰霊

碑
）
除
量
八
一
件」
）
。点
唄
下
の
「原
爆
タ
ブ

ー
」
 

が
解
け
た
こ
と
に
よ
り
原
爆
被
害
の
実
態
が
国

民
全
体
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
キ
ニ

被
災
を
機
と
す
る
原
水
爆
禁
止
運
動
の
高
揚
と

あ
い
ま
っ
て
、
原
爆
医
療
法
が
制
定
さ
れ
、
被

爆
者
援
護
行
政
も
緒
に
つ
き
、
原
爆
被
害
者
の

組
織
化
も
進
ん
だ

（
加
計
町
原
爆
被
害
者
会
 

「文
書
綴
」
）
。戦
後
補
償
が
本
格
化
す
る
な
か
 

で
、
国
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
補
償
問
題
が
提

起
さ
れ
て
き
て
い
る
（
「引
揚
同
胞
更
生
一
件

綴
」
）
。
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り
山
 

婦人相談の啓発ポスター（昭和36年1月） 

売春防止法（昭和32年施行）に基づき，全国

に婦人保護の相談所が設立された。広島県は同

年6月婦人相談所を開設，翌33年舟入幸町に移

転新設した。上図は売春防止のため，相談を呼

びかける啓発目的のポスタ である。 

県発行のポスターは戦前戦後を通じてわずか

しか確認されていない。上記ポスターも行政文

書に貼付され，かろうじて残ったものである。 

広島市・呉 市・三原市‘尾道市・福山市
三次市の福祉事務所・尾道・椙山・豊田

地方事籍所福祉課に婦人相談員を

おいて相識に応じております・・・・ 

鷲
籍

集
保
驚
開
 

広
島
星
立
文
書
館
は
、
広
島
県
が
刊
行
し
た

あ
ら
ゆ
る
印
刷
物
を
「
行
政
資
料
」
と
し
て
収

集
し
て
い
ま
す
。
行
政
資
料
の
多
く
は
公
表
を

前
提
に
作
成
さ
れ
、
利
用
価
値
の
高
い
情
報
、
 

多
く
の
人
に
知
ら
せ
た
い
情
報
、
精
度
の
高
い

情
報
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
複
雑

な
情
報
が
分
か
り
易
く
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
意
味
で
、
行
政
資
料
は
、
県
行
政
が
県
民
へ

の
説
明
責
任

（
ァカ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
を

果
た
す
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
資
料
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
行
政
機
関
の
事
業
内
容
や
行
政
課

題
が
説
明
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
情
報
の

宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。
最
新
の
行
政
資
料
は
文

書
館
や
県
立
図
書
館
も
所
蔵
し
公
開
し
て
い
ま

す
が
、
県
庁
一
階
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
秘

書
広
報
総
室
行
政
情
報
室
）
が
最
も
体
系
的
に

収
集
し
そ
の
多
く
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
広
島
県
の
情
報
公
開
の
窓
口
で
も
あ
hェ
ょ
す
。
 

行
政
資
料
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
現
用

の
情
報
資
源
と
し
て
の
有
効
性
が
薄
れ
、
そ
の

か
わ
り
に
、
歴
史
的
な
資
料
と
し
て
の
価
値
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
戦
前
期
か
ら
の
 

「広
島
県
統
計
書
」
「広
島
県
勧
業
年
報
」
「
広

島
県
警
察
統
計
表
」
「広
島
県
市
町
村
賛
力
調
」
、
 

「広
島
県
職
員
録
」
な
ど
の
典
型
的
な
行
政
資

料
は
、
当
時
の
行
政
や
社
会
を
知
る
貴
重
な
歴

史
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
資
料
も
行
政

文
書
や
古
文
書
と
同
様
に
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
 

（
永
久
保存
史
料
）」
と
な
り
ま
す
。
文
書
館
は
 

行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
か
ら
、
新
規
の
行
政
資
料

と
と
も
に
、
古
く
な
っ
た
行
政
資
料
を
継
続
的

に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
県
の
刊
行
す
る
印
刷
物
に
は
、
 

図
書
な
ど
の
冊
子
形
態
以
外
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
 

地
図
、
写
真
、
な
ど
様
々
な
形
態
が
あ
h
Jょす
。
 

ま
た
、
テ
ー
プ
、
c
D
な
ど
電
磁
記
録
等
も
刊

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
、
不

特
定
多
数
へ
の
一
時
的
な
情
報
と
し
て
考
え
ら

れ
、
恒
久
的
な
情
報
資
源
と
し
て
計
画
的
に
保

存
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
残
り
に
く
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
少
な
い
情
報
量
で

も
、
そ
の
形
態
や
表
現
方
法
に
よ
り
、
生
き
生

き
と
時
代
を
映
し
出
し
、
行
政
の
足
跡
や
当
時

の
社
会
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
 

様
々
な
形
態
の
「
行
政
資
料
」
を
、
「
残り
に
 
 

く
い
情
報
資
源
」
と
認
識
し
て
、
文
書
館
は
 

「意
識
的
」
に
収
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
 

以
下
に
、
「行
政
資
料
」
を
、
文
書
館
へ
受

け
入
れ
る
方
法
を
ま
と
め
て
み
ま
す
。
 

①
庁
内
各
室

（
広
島
県
は
課
組織
廃
止
、
室
に

移
行
）
は
、
県
庁
内
行
政
憤
報
コ
ー
ナ
ー
に
、
 

刊
行
し
た
行
政
資
料
三
部
を
移
送
す
る
。
う

ち
一
部
を
文
書
館
が
受
け
入
れ
る
。
 

②
｝古
い
 
「行
政
資
料
」
を
行
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
 

か
ら
継
続
し
て
受
け
入
れ
る
。
 

③
県
庁
地
方
機
関
は
直
接
文
書
館
に
行
政
資
料

を
送
付
す
る
。
 

④
県
庁
書
庫
の
廃
棄
王
疋
行
政
文
書
か
ら
年
に

一
度
行
政
資
料
の
抜
き
取
り
を
行
う
。
 

⑤
県
庁
退
職
者
に
行
政
資
料
提
供
タ
依
頼
す
る
。
 

⑥
県
庁
各
室
か
ら
、
直
接
行
政
資
料
を
収
集
す

る
 。

 

現
在
、
文
書
館
に
移
管
し
登
録
し
て
い
る
行

政
資
料
は
四
万
三
三
一
一
点

（
皿ー
 
十
四年
四

月
一
日
現
在
、
国
発
行
五
七
一
七
点
、
市
町
村
 

発
行
三
二
六
七
点
、
そ
の
他
発
行

一
万
三
九
六
 

六
点
を
含
む
）
で
す
。
目
録
化
し
て
い
る
デ

ー
 

タ
数
は
二
万
〇
三
六
一
点
、
そ
の
多
く
を
公
開
 

し
て
い
ま
す
。
 

（
数野
文
明
）
 

戦前期の行政資料 戦前期統計資料の多くは疎開し
て戦禍を免れた。他に元県会議員等の寄贈資料がある。 
まとまった資料群は，戦前期広島県農政関連の行政資料
を含む川崎文庫で，山口県立山口図書館が所蔵している。 

多彩な行政資料 記念誌的な刊行物（右上「広島県の橋梁」）, 
臨時・緊急の刊行物（右下「6.29土砂災害」），年次・逐次刊行物 

（観光パンフレット「広島」や乗、犯罪統計書等）などさまざま
なタイプの刊行物がある。 

n
J
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昔
の
人
は
書
物
を
大
切
に
し
た
。
漢
籍
な
ら

ば
漢
字
の
読
み
方
や
返
り
点
、
言
葉
の
意
味
、
 

師
説
な
ど
を
書
き
加
え
、
何
度
も
読
み
返
し
て

勉
強
す
る
。
何
種
類
も
の
筆
跡
、
色
の
違
う
墨

色
な
ど
か
ら
、
書
物
を
手
に
し
た
人
々
の
学
習

の
あ
と
を
辿
っ
て
み
る
。
書
物
は
生
活
に
密
着

し
た
貴
重
な
情
報
で
溢
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
古
典
籍
類
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
 

ち
ょ
っ
と
し
た
落
書
き

（
楽
書）
を
見
つ
け
る

こ
と
が
あ
る
。
文
字
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
 

教
科
書
に
載
る
人
物
の
顔
写
真
に
こ
っ
そ
り
髭

を
書
き
込
ん
で
人
相
を
変
え
て
み
た
幼
い
こ
ろ

の
記
憶
が
ふ
と
蘇
る
。
描
か
れ
て
い
る
人
物
が
 

ま
げ
 

ま
げ
 

髭
姿
、
時
に
浪
人
髭
で
あ
る
こ
と
、
鉛
筆
で
は

な
く
墨
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
の
ぞ
け
ば
、
 

時
を
隔
て
て
も
か
わ
ら
な
い
人
の
営
み
が
見
え

る
。
遥
か
昔
に
同
じ
書
物
を
手
に
し
た
、
名
前

も
顔
も
知
ら
な
い
人
の
気
持
ち
に
近
づ
い
た
と

感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。
そ
こ
に
寺
子
屋
な
ど
の

教
育
機
関
で
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
痕

跡
を
見
出
せ
れ
ば
、
描
か
れ
た
の
は
師
匠
の
似

顔
絵
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し

て
み
る
こ
と
に
な
る
。
 *

 

近
世
庶
民
の
読
書
は
貸
本
山
x化
と
密
接
に
結
 

び
つ
い
て
い
た
。
天
保
期
に
は
江
戸
だ
け
で
八
 
 

百
の
貸
本
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
本
を
担
い
で

得
意
先
を
回
り
、
有
料
、
期
限
付
き
で
本
を
貸

す
。
そ
の
営
業
形
態
か
ら
薬
屋
と
の
兼
業
も
多

か
っ
た
。
予
約
を
す
れ
ば
次
の
巡
回
時
に
届
け

て
く
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
借
り
る

側
か
ら
す
れ
ば
知
識
の
源
泉
、
移
動
図
書
館
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
貸
本
屋
の
印
や

見
料
の
記
載
を
確
認
で
き
れ
ば
、
商
品
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
商
品
か
否
か
を
見
極
め

る
の
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
「黒

瀬
／
貸
本
所
／
槍
垣
」
「備
後
神
漫
／
貸
本
所

／
蛭
子
屋
」
と
い
っ
た
印
か
ら
は
、
県
内
各
所

に
貸
本
屋
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
 

一
方
、
庶
民
教
育
の
一
端
を
担
っ
た
ら
し
い

庄
屋
な
ど
で
も
蔵
書
を
貸
し
出
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
本
の
見
返
な
ど
に
は
楽
書
と
共
に
、
 

楽
書
や
又
貸
し
を
禁
じ
る
文
言
、
 「此
の
本
は

大
津
の
車
に
て
う
し
な
ふ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
」
 

と
い
っ
た
紛
失
注
意
を
促
す
文
言
を
見
出
す
こ

と
が
あ
る
。
「此
本
何
方
へ
参
候
と
も
／
早
々

御
も
と
し
可
被
下
候
」
（
富
永
家
旧蔵
『
関
取

千
両
職
』
）と
い
っ
た
書
き
込
み

（
写
真
ー
）
 

や
貼
紙
も
、
そ
の
本
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
定
型

句
と
は
別
に

「借
る
な
ら
ば
い
た
め
ぬ
よ
う
に

読
み
な
さ
れ
読
む
と
そ
の
ま
ま
戻
す
こ
そ
本
」
 
 

（
平賀
家
旧
蔵

『
童蒙
教
訓
給
本
米
恩
録
』
。表

記
は
一
部
改
め
た
。
写
真
2
）
「朝
借
り
て
晩

に
読
み
な
ば
夜
を
か
け
て
明
日
と
い
は
ず
に
一戻

し
給
へ
よ
」
（
同）
な
ど
と
も
あ
る
。
書
物
を

広
く
貸
し
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時

に
、
返
却
を
促
す
所
蔵
者
の
苦
心
の
あ
と
が
見

え
る
。
 

*
 

ま
た
、
書
物
の
出
版
、
販
売
を
手
が
け
る
書

緯
も
時
に
貸
本
屋
を
兼
ね
た
。
そ
の
こ
と
自
体
 

了

、
ッ
ー

繋
‘
故毒
え
一
長
舞・

 

（
ー．

k
 幻

‘
・・
勿r
申

い
→
め
h
 

、
J
 

ヤ
イ

Iえ
お
え
 

'
eー

ぐ墨
失
倉

？
『
 

は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
文
化
は
少
し
遅
れ
て

地
方
へ
伝
播
す
る
か
ら
、
早
い
時

期
か
ら
書
緯
に
よ
る
出
版
活
動
が

確
認
さ
れ
て
い
る
広
島
で
も
貸
本

業
を
兼
ね
る
書
緯
が
あ
っ
た
と
推

測
で
き
る
が
、
地
方
に
お
い
て
資

料
的
な
裏
付
け
を
見
出
す
の
は
容

易
で
は
な
い
。
が
、
先
日
、
文
書

館
に
所
蔵
さ
れ
る
古
典
籍
群
に
貴

重
な
資
料
を
見
出
し
た
。
書
津
と
 

し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
世
並
屋
伊
兵
衛
の
貼

紙
広
告
で
あ
る
。
取
扱
商
品
を
列
記
し
た
後
 

「書
物
類
古
本
責
買
貸
本
所
／
贋
島
書
林
中
島
 

よ
な
み
や
 

本
町
南
側
／
世
並
屋
伊
兵
衛
」
 
と
ある
（
次
頁

写
真
3
）
。新
古
書
の
売
買
の
ほ
か
に
貸
本
屋

を
兼
業
し
て
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
種
の
貼
紙
は
三
都
や
名
古
屋
の
資
料

に
も
見
ら
れ
る
か
ら
、同
皿
惇の
骨
且末
形
態
を
と
つ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 

世
並
屋
の
貼
紙
広
告
は
他
に
も
あ
る
。
比
較

尋

こ
王
 
的
多

く
見
ら
れ
る
も

e
2
、
 

三
都
で
出
版
さ
れ

た
本
を
 

「文
藻
堂
詩
学
書
目
」
と
し

て
列
記
、
併
せ
て
「
慶
島
中

島
本
町
世
並
屋
伊
兵
衛
」
 
と

印
刷
さ
れ
る
貼
紙
広
告
が
あ

る
。
仕
入
れ
た
書
物
に
広
告

紙
を
貼
っ
て
売
り
捌
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
墓

召
／
慶
島
中
嶋
本
町
／
御
書

物
所
／
両
替
小
路
東
角
世
並
 

【
閲
覧
室
か

ら
】
 

吉
奥
籍
が
ら
堆
餓
寿グ
巨
菅
含令
 

壁
議

鵬
義
事
工
査黛
裂
驚
（
《
匠
 
傘
 
察
 
チ
 

写真 1 「関取千両職』（県立文書館蔵， 

富永家文書）の裏表紙見返し 写真 2 『童蒙教訓給本米恩録』（県立文

書館蔵，平賀家文書）の裏表紙

見返し 
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L
甘

ー
‘
1
1
1
r
 

天
明
三
年
雅八
月
費
」
寺
 要
h轟
十
、
 

げ
三
豊
廿
＼

＃
具
 

4
"
'
 

江
戸
童

●
林

・ど
多
臨
前
川
六
声
衛
門
 

基
月
議

査
衛
 

平

安
垂

日
林
 
、

今

村
八

矢
 

田
中
市
矢

衛
‘
 

」
 

届
m
 難
 

響
舞
 

書
物
類
古
本
費
買
貸
本
所
 

屈
ま
中

熱

翻
薯
 

屋
伊
兵
衛
」
の
印
は
県
内
の
広
い
地
域
に
伝
わ

る
書
物
に
押
さ
れ
て
い
る
。
手
広
く
商
売を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
世
並
屋
蚕
冗
っ

た
書
物
が
人
の
手
に
よ
っ
て
各
地
に
運
ば
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
 

芸
備
地
方
に
お
け
る
商
業
出
版
は
俳
書
か
ら

始
ま
っ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
世
並
屋
伊

兵
衛
も
ま
た
俳
人
で
あ
っ
た
。
俳
譜
が
盛
ん
で

あ
っ
た
地
域
の
特
性
と
結
び
つ
い
た
事
象
と
み

れ
ば
、
日
常
生
活
へ
の
浸
透
を
読
み
と
れよ
う
。
 

書
津
で
あ
る
伊
兵
衛
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
こ
の
世
並
屋
、
薬
種
商
で
あ
っ
た
時

期
も
あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
が
や
が
て
出
版
を
も

手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。
広
島
藩
の
編
纂
に
な

る
『
婆
備
孝
義
伝
」
は
各
地
に
異
版
が
伝
わ
る

が
、
扉
や
刊
記
に
「
製
本
書
騨
／
贋
島
中
島
本
 
 

町
南
側
世
並
屋
伊
兵
衛
」
（
享
和
一
一

年
発
行
初
編
）
、「彫
刻
贋
嶋
 
山
口

宗
五
郎
／
製
本
 
同
 
世
並
屋
伊
兵

衛
」
（
天
保十
四
年
刻
盛
響
編
等

）
、
 

「文
藻
堂
発
党
」
（
初
編）
な
ど
と
刻

ま
れ
る
。
『
厳
島扇
額
縮
本
』
（
厳
島

絵
馬
鑑
）
の
場
合
は
、
初
版
こ
そ
都

で
出
版
さ
れ
た
が
、
嘉
永
版
に
な
る

と
広
島
の
坂
田
忠
五
郎
、
山
口
宗
五

郎
両
人
の
剤
刻
で
「
贋
島
書
林
中
島

本
町
南
側
世
並
屋
伊
兵
衛
蔵
版
」
と

刻
ま
れ
る
。
中
央
か
ら
書
物
を
仕
入

れ
て
の
売
り
捌
き
書
林
で
あ
っ
た
も

の
が
、
や
が
て
製
本
出
版
へ
と
営
業

を
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
 

一
書
津
の営
業
形
態
の
変
遷
を
辿
る

こ
と
が
で
き
る
。
所
在
地
の
表
記
の
変
化
か
ら

は
広
島
の
商
業
地
域
の
移
り
か
わ
り
を
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

*
 

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
書
物
に
刻
み
込
ま
れ
て

い
る
印
や
所
蔵
者
の
署
名
、
こ
れ
ま
で
落
書
き

と
し
て
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
情
報
が
、
実
は
、
生
活
に
密
着
し
た
商
品
流

通
の
実
態
や
書
物
を
媒
介
と
し
た
地
域
に
お
け

る
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
人
々
の
姿
を
如

実
に
反
映
し
て
い
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。
 

文
書
館
に
は
県
内
外
に
伝
わ
っ
た
膨
大
な
古

文
書
類
と
と
も
に
、
併
せ
て
収
集
さ
れ
た
古
典

籍
類
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
を

い
ま
、
少
し
ず
つ
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
 
 

る
。
書
誌
的
情
報
だ
け
で
な
く
、
書
物
に
こ
め

ら
れ
て
い
る
情
報
、
人
々
の
息
づ
か
い
を
す
く

い
取
っ
て
書
き
と
め
て
い
く
わ
け
だ
か
ら
作
業

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
だ
が
、
個
々
の
書
物

に
あ
っ
て
は
断
片
的
な
点
に
す
ぎ
な
い
情
報
も
、
 

地
域
の
中
に
、
あ
る
い
は
人
と
人
の
つ
な
が
り

の
中
に
位
置
づ
け
て
み
る
と
一
本
の
線
で
繋
が

れ
、
や
が
て
確
か
に
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
生

活
の
再
現
が
可
能
と
な
る
。
文
書
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
古
典
籍
類
は
旧
蔵
者
が
明
ら
か
な
も

の
が
多
い
だ
け
に
地
域
の
生
活
を
辿
る
生
き
た

資
料
群
と
し
て
大
変
貴
重
で
あ
る
。
書
物
の
流

通
、
人
の
交
流
と
地
域
間
ネ
ット
ワ
ー
ク
、
文

化
の
伝
播
の
具
体
相
の
解
明
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
県
史
や
市
町
村
誌
に
書
か
れ
た
地
域
の
歴
史

と
は
別
の
地
域
生
活
文
化
史
が
、
書
物
に
刻
ま

れ
る
情
報
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
 

水
に
濡
れ
た
り
破
れ
た
り
、
ネ
ズ
ミ
や
紙
魚

の
す
み
か
に
な
っ
た
結
果
、
開
く
こ
と
す
ら
む

ず
か
し
い
ほ
ど
に
傷
ん
だ
書
物
は
紙
く
ず
と
同

じ
と
判
断
さ
れ
、
処
分
さ
れ
や
す
い
。
日
々
そ

こ
こ
こ
で
貴
重
な
資
料
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
 

し
か
し
、
書
物
に
は
、
人
か
ら
人
へ
と
伝
え
ら

れ
た
知
識
や
娯
楽
を
含
め
て
、
生
き
生
き
と
し

た
生
活
文
化
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
一
冊

の
書
物
を
通
じ
て
人
々
の
姿
を
読
み
と
る
と
同

時
に
、
古
文
書
類
と
同
様
、
貴
重
な
文
化
資
源

を
大
切
に
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

る
。
 

【
収
蔵
文
書
の紹
介
】
 

絵
は
が

き
に
見
る

大
正
・
昭
和
の
面
影
 

ー
安
佐
郡
安
村
・
原
田
家
文
書

ー
 

日
本
で
最
初
に
絵
は
が
き
の
発
行
が
認
め
ら

れ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
（
一
きO）
で
、
三
十

七
年
か
ら
三
十
九
年
に
か
け
て
「
日
露
戦
争
戦

捷
記
念
官
製
絵
は
が
き
」
が
発
売
さ
れ
る
に
及

ん
で
、
絵
は
が
き
ブ

ー
ム
は
ビ
ー
ク
を
迎
え
、
 

発
売
日
に
殺
到
し
た
群
衆
の
中
に
は
圧
死
者
が

出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

紹
介
す
る
絵
は
が
き
は
、
安
佐
郡
安
村
（
現

広
島
市
安
佐
南
区
）
で
村
会
議
員
な
ど
を
勤
め

た
原
田
家
周
辺
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
大
正
か

ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
広
島
県
内
で
発
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
県
内
の
名
所

旧
跡
や
寺
社
、
美
術
展
と
い
っ
た
今
日
同
様
の

絵
は
が
き
が
あ
る
一
方
で
、
今
日
の
感
覚
か
ら

す
る
と
ち
ょ
っ
と
意
外
な
題
材
も
あ
る
。
絵
は

が
き
の
流
行
ぶ
り
と
と
も
に
、
一
枚
の
絵
はが

き
か
ら
、
今
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
人
々
の

暮
ら
し
ぶ
り
や
当
時
の
世
相
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
歴
史
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
 

一
 
大
田
植
の
に
ぎ
わ
い
（
次
頁
写
真
ー
）
 

秋
の
豊
か
な
実
り
を
願
い
、
田
植
え
を
田
楽

で
嚇
す
大
田
植

（
花
田植
）
は
、
古
く
は
全
国

で
見
ら
れ
た
年
中
行
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
中
国
地
方
の
山
間
部
に
残
る
だ
け
で
あ
る
。
 

安
村
の
大
田
植
は
江
戸
時
代
に
始
ま
り
、
藩

主
上
覧
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
 

写真 3 書緯世並屋伊兵衛の貼紙広告がある「古文尚書

標註」（県立文書館蔵，平賀家文書） 

に
J
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写真 3 

最全直田大村安認佐安嬰島虜 

写真 1 

‘八其）'ii代時社”津観島農 

写真 4 

近
所
や
近
村
か
ら
応
援
に
出
る
者
は
牛
を
華
や
 

た
す
●
e
 

か
に
飾
り
、
早
乙
女
は
笠
に
裸
掛
け
の
姿
で
田

植
え
を
行
っ
た
。
幕
末
ご
ろ
に
は
各
地
か
ら
見

物
人
が
集
ま
り
、
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
あ
った
。
 

か
 

明
治
に
入
る
と
近
村
か
ら
代
掻
き
ゃ
音
頭
出
し

連
中
が
集
ま
っ
て
、
田
植
社
由
J
り
組
織
さ
れた
。
 

最
盛
期
に
は
遠
く
九
州
や
東
北
ま
で
知
ら
れ
た

が
、
昭
和
初
期
に
は
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
 

写
真
ー
は
八
枚
組
絵
は
が
き
シ
リ
ー
ズ
の
一
枚
 

L
の
 

で
、
往
時
の
に
ぎ
わ
い
を
偲
ぶ
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
 

二
 
大
水
害
の
惨
状
（
写
真
2
)
 

大
災
害
の
被
害
状
況
も
絵
は
が
き
の
題
材
と

な
っ
た
。
 

太
田
川
の
支
流
の
ー
つ
で
あ
る
安
川
は
江
戸

時
代
以
来
た
び
た
び
水
害
を
起
こ
し
、
沿
岸
各
 

村
の
人
家
・
田
畑
に
大
き
な
被
害
を
及
ぽ
した
。
 

昭
和
三
年

（
元
元）
六
月
二
十
四
日
に
発
生
し

た
大
水
害
は
死
者
八
名
、
浸
水
家
屋
四
四
〇
一

戸
、
流
出
宅
地

一
〇
五
〇
坪
と
いう
被
害
を
出

し
た
。
こ
の
水
害
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た

の
は
安
村
で
、
堤
防
が
ニ
ケ
所
決
壊
、
写
真
2
 

左
側
の
村
役
場

（
宿
直
室
）
と
そ
れに
隣
接
し

た
上
安
巡
査
駐
在
所
が
流
出
し
て
い
る
。
 

三
 
運
動
会
の
女
生
徒
た
ち

（
写
真3
)
 

広
島
県
で
最
初
の
運
動
会

（
県立
学
校
小
学

校
生
徒
大
運
動
会
）
が
開
催
さ
れ
た
の
は
明
治

十
九
年

（
天
会）
。三
十
年
代
に
は
各
学
校
で

年
中
行
事
と
し
て
定
着
し
た
。
当
初
は
競
技
種

目
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
大
正
に
入
る
と
リ
ズ

ム
ダ
ン
ス
運
動
や
マ
ス
ゲ
ー
ム
も
採
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

国
泰
寺
村
（
現
中
区千
田
町
二
丁
目
）
に
あ
っ

た
私
立
山
中
高
等
女
学
校
生
徒
は
「
柔
に
し
て

剛
」
の
校
訓
に
育
て
ら
れ
、
女
性
の
温
良
・
貞

淑
・
犠
牲
・
奉
仕
の
人
格
と
堅
忍
の
精
神
を
養

う
こ
と
を
目
標
と
し
、
醇
厚
着
実
な
校
風
で
全

国
で
も
屈
指
の
高
等
女
学
校
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
 

写
真
3
は
大
正
二
年

（
一
九
三
）
第
十
回
記
念

運
動
会
の
模
様
を
写
し
た
絵
は
が
き
e
l
枚
で
、
 

各
学
年
に
分
か
れ
て
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
演
じ
て
い

る
（
第
一
学
年
「旗
」
）
。な
お
、
同
校
は
昭
和

二
十
年

（
一
話五）
、校
地
・
校
舎
な
ど
す
べ
て

が
国
に
寄
附
さ
れ
廃
校
と
な
っ
た
。
 

四
 
時
代
行
列
と
広
島
の
祭
り

（
写
真4
)
 

に
ぎ

つ
 

広
島
の
鏡
津
神
社
（
現
広
島
市
東
区
二
葉
の

里
）
で
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
O
）
五
月
十
 

五
日
か
ら
二
十
五
日ま
で
の
十
一
日
間
に
わ
た
っ

て
、
広
島
藩
の
藩
祖
浅
野
長
政

（
没
後）
三
百

年
大
祭
が
盛
大
に
催
さ
れ
、
境
内
に
多
く
の
参

拝
者
を
集
め
た
。
期
間
中
最
も
圧
巻
だ
っ
た
の

は
、
文
化
十
二
年
（
一
入一
五）
に
催
さ
れ
た
最
後

の
東
照
宮
「
通
り
御
祭
礼
」
以
来
九
十
五
年
ぶ
 

み
、

」
し
 

り
に
復
活
し
た
神
輿
の
渡
御
（
時
代
行
列
）
で

あ
っ
た
0
 

二
十
二
日
、
江
戸
時
代
の
武
士
の
い
で
た
ち

で
鏡
津
神
社
を
出
発
し
た

一
行
は
、「槍
振
り
」
 

で
観
客
を
魅
了
し
つ
つ
市
内
の
目
抜き
通
り
を

行
進
し
、
御
旅
所
の
広
瀬
神
社
（
広
島
市
中
区

広
瀬
町
）
へ
向
か
っ
た
（
翌
日
還御
）
。こ
の
時

代
行
列
を
一
目
見
ん
と
つ
め
か
け
た
群
衆
は
引

き
も
切
ら
ず

（
一七
万
ま
た
は
二
〇
万
人
）
、
 

空
前
の
盛
況
で
あ
っ
た
と
当
時
の
新
聞
は
伝
え

て
い
る
。
写
真
4
の
絵
は
が
き
も
そ
の
群
集
の
 

写真 2 
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事
声
・
至ザ
十
番
え
議
ニ
ー
）
ゾ
叫
・
《
 

hい
キ
お
し
（
，冬
‘
虎
才
、
、t
ー
 
一
 

難
灘
雛
譜
 

ま lI 
、i‘一

き、＝ 
~ョ・ 

‘嶋謝‘ 
‘一“ 
ー」‘ー 

ー．’ 
●S一 

三好家文書の黒淵村宮座絵図写 

乳
戸
か
L
青
井
、り
い叫

n
ほ
り
J
マ
子
 

熱
狂
ぶ
り
を
と
ら
え
て
い
る
。
 （
西村
 
晃
）
 

参
考
／
横
山
雅
昭
著

『
相
田
地
区辺
の
郷
土
史

メ
モ

（広
島
吏
女
佐
南
区
）』
、金
桝
春

海

『
広
島ス
ポ
ー
ツ
ー
〇
〇
年
』
、コ
ー
本

備
日
日
新
聞
」
 

平
成
十
三
年
度
に
収
集
し

た
古
文
書
 

村
里
徳
夫
氏
収
集
文
書

（
寄
贈）
 

第
十
大
区
一
小
区

（
尾
道
町な
ど
）
の
「
本

県
達
」
な
ど
八
点

（
明治
七
ー
十
三
年
）
。村

里
氏
は
福
岡
市
内
の
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
。
 

そ
れ
以
前
の
出
所
は
不
明
で
あ
る
。
 

（
請求
番
号
云
O
一O
一）
 

」
舜
家
文
書

（
寄贈
）
 

く
ろ
ぷ
ち
 

三
好
家
は
世
羅
郡
黒
淵
村
（
世
羅
町
）
の
出
 

身
。応
仁
二
年
（
一
突六
）
の
黒
淵
反
銭
関
係
文

書
と
、
天
文
十
八
年
（
一
喬九
）
の
同
村
宮
座
絵
 

図
写
の
二
点
。
 

（
請
求番
号
舌
O
一O
」
）
 

平
賀
家
文
書

（
寄託
）
 

さ
だ
し
げ
 

賀
茂
郡
貞
重
村
（
東
広
島
市
高
屋
町
）
の
 

「
国郡
志
下
調
べ
書
出
帳
」
な
ど
三
二
点
。
平
 

み
ょ、っ
い
 

賀
家
は
、
高
屋
の
国
人
領
主
平
賀
氏
分
家
名
井

氏
の
系
統
で
、
江
戸
時
代
に
同
村
の
庄
屋
を
勤
 

め
た
。
 

（
請
求番
号
」
0
01
0
1
」）
 

竹
田
家
文
書

（
寄贈
）
 

竹
田
家
は
、
山
陽
道
が
広
島
城
下
へ
入
る
東
 

お
な
が
 

の
入
口
、
尾
長
村
岩
鼻
御
茶
所
で
諸
大
名
の
立

寄
り
茶
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
寄
贈
さ
れ
た

の
は
同
家
の
扉
風
一
点

（
左
隻
の
み）
 

（
請
求番
号
」
8
一
品）
 

ぼ
う
 

坊
敏
之
資
料
（
寄
贈
）
 

坊
氏
は
元
県
庁
職
員
で
、
県
立
美
術
館
（
昭

和
四
十
三
年
）
、県
庁
舎
北
館

（
同
四十
五
年
）
 

建
設
当
時
営
繕
課
長
で
あ
っ
た
。
資
料
は
県
庁

舎

・
美
術
館
建
設
当
時
の
写
真
・
パ
ン
フ
レ
ッ
 

ト
な
ど

一
七
点
。
 

（
請求
番
号
云
0
1呈
）
 

中
島
弘
資
料

（
寄
贈）
 

中
島
氏
は
昭
和
二
十
年
入
庁
の
元
県
庁
職員
。
 

被
爆
後
、
霞
町
兵
器
補
給
廠
に
移
転
し
て
い
た

県
庁
の
運
動
会
や
、
昭
和
二
十
二
年
に
来
広
し

た
昭
和
天
皇
の
写
真
な
ど
三
一
点
。
 

（
請
求番
号
云
旦
O
六
）
 

三
原
氏
収
集
文
書

（
寄
贈）
 

現
在
は
比
婆
郡
口
和
町

・
高
野
町
に
含
ま
れ
 

る
村
々
の
、
鉄
山
・
鍛
冶
屋
関
係
な
ど
江
戸
時
 

代
の
古
文
書
五
六
点
。
当
初
は
三
原
氏
が
収
集

し
、
そ
の
没
後
保
管
し
て
い
た
浅
枝
治
良
氏
か
 

ら
寄
贈
さ
れ
た
。
 

（
請求
番
号
一
菖
一
宅）
 

こ
の
ほ
か
、
大
内
氏
収
集
文
書

一
点

（
「
紙

本
墨
書
後
陽
成
天
皇
農
翰
」
、
請
求
番
号
九
九

〇
八
）
と
、
芸
北
町

（
雄
鹿原
村
）
役
場
文
書
 

（
九〇
一
一
）
四
点
が
追
加
寄
託
さ
れ
た
。
 

全
史
料
協
資
料
保
存
委
員
会
 

資
料
保

存
研
修
会

鳥
取
で
開
催
 

三
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
全
国
歴

史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

（
全
史料

協
）
資
料
川
休左
呆斉
炎
一
 
山陰
史
料
ネ
ッ
ト
ワ

ー
 

ク
が
共
催
す
る
資
料
保
存
研
修
会
が
、
「被
災
 
 

史
料
の
救
出
と
修
復
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
鳥

取
県
日
野
町
日
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。
被

災
史
料
の
救
出
活
動
を
通
じ
て
日
常
的
な
保
存

管
理
の
あ
り
方
を
考
え
、
実
際
的
な
保
存
処
理

技
術
の
基
本
を
学
ぶ
と
い
う
の
が
こ
の
研
修
会

の
趣
旨
で
あ
る
。
当
館
か
ら
も
西
村
が
参
加
し

た

（二
十
九
日
の
み
）
。
 

県
内
で
は
昨
年
三
月
の
芸
予
地
震
を
機
に
広

島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
発
足
し
、
危
機

に
瀕
し
た
史
料
の
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
る
 

（
一
八
・
一
九号
）
。
 

日
野
町
は
、
一
昨
年
十
月
の
鳥
取
県
西
部
地

震
で
大
き
な
被
害
が
出
た
地
域
で
あ
る
。
地
震

直
後
か
ら
、
地
元
関
係
者
に
よ
っ
て
被
災
史
料

救
出
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

（
山陰
史
料
ネ
ッ

ト
）
が
組
織
さ
れ
、
被
災
史
料
調
査
と
保
存
活

動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た

の
が
、
研
修
会
の
会
場
と
な
っ
た
日
野
公
民
館

で
あ
る
。
 

研
修
会
で
は
、
ま
ず
、
山
陰
史
料
ネ
ッ
ト
の

小
林
准
士
氏
が
、
史
料
救
出
活
動
に
は
、
自
治

体

・
大
学
・
史
料
保
存
利
用
機
関
や
地
域
の
住

民
と
の
」佃
誘
だ
けで
な
く
、
歴
忠
子
・民
貸
子

・

文
化
財
保
存
修
復
技
術
者
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
今
後
、
自
治
体
や
地
域
側
が
主
体

と
な
っ
て
、
災
害
に
備
え
た
日
常
的
な
史
料
保

存
活
動
が
行
な
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
言
し

た
。
次
に
、
広
島
史
料
ネ
ッ
ト
の
久
保
隆
史
氏

が
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
保
存
救
出
活
動
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
鳥
取
西
部
地
震
で
救
出
活
動
を
行
っ

た
京
聾
」
」
形云
術
大学
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ

ー
  
"

'
 

竣工後間もない県庁から紙屋町交差点を望む 

（坊敏之資料） 



平
成
十
三
年
度
の
主
な
で
き
こ
と
 

4
月
1
4日
 

4
月
2
0日
 

5
月
2
日
 

5
月
3
0日
 

6
月
1
日
 

6
日
”9
日
 

6
月
2
9日
 

7
月
2
6日
 

7
月
3
0日
 

8
月
2
2日
 

8
月
2
5日
 

8
月
3
0日
 

9
月
1
4日
 

1
0月
2
2日
 

1
1月
1
9日
 

1
2月
6
日
 

1
2月
8
日
 

1
月
1
0日
 

3
【月
5
日
 

3
月
1
3日
 

3
月
2
0日
 

被
災
資
料
救
助
活
動
と
保
全

の
意
見
交
 

換
会

（
於
文
書
館
会議
室
）
 

広
島
県
市
町
村
公
文
書
等
保
存
活
用
連
 

絡
協
議
会
（
広
文
協
）
設

立
準
備
の
た
 

め
、
六
月
ま
で
に
4
5町
村
を
訪
問
し
、
 

協
議
 

収
蔵
文
書
紹
介
コ
ー
ナ
ー
「
青
木
茂
氏
 

旧
蔵
文
書
と
尾
道
町
年
誌
」
開
始
 

文
書
調
査
員
会
議
 

広
文
協
準
備
会
参
加
呼
び
か
け
文
書
発
 

送
 

古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講
 

広
文
協
準
備
会
開
催
 

続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講
 

「広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
第
1
8号
刊
 

行
 

行
政
文
書
搬
入
 

収
蔵
文
書
紹
介
コ
ー
ナ
ー
 
「江
戸
時
代
 

の
旅
日
記
ー
広
島
京
橋
町
保
田
家
文
書
 

か
ら

ー
」
開
始
 

広
文
協
ァ
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
各
市
町
村
 

長

・
市
町
村
教
育
長
に
通
知
 

安
田
女
子
大
学
古
文
書
学
実
習
 

収
蔵
文
書
展
「
広
島
戦
後
の
記
録

一
九
 

四
五
ー
一
九
七
〇
」
 
開
始
（ー
1
2月
2
7
 

日
）
 

行
政
文
書
古
文
書
保
存
管
理
講

習
会
開
 

催
 

広
文
協
設
立
総
会
 

中
四
国
文
書
館
職
員
連
絡
会
議
（
於
山
 

口
）
 

文
書
館
講
演
会
、
数
野
文
明
「

復
興
か
 

ら
高
度
経
済
成
長
期
の
広
島
ー
そ
の
記
 

録
と
記
憶
ー
」
 

「広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り
」
第
1
9号
刊
 

行
 

広
文
協
研
修
会
（
於
千
代
田
町
）
 

広
文
協
研
修
会
（
於
文
書
館
会
議
室
）
 

収
蔵
文
書
目
録
第
8
集
刊
行
 

の
尾
立
和
則
氏
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ビ
デ
オ
 

ふ
す
ま
 

を
使
っ
て
、
襖
を
解
体
し
て
下
張
り
文
書
を
取

出
す
手
順
と
そ
の
技
術
、
注
意
事
項
に
つ
い
て

説
明
し
、
あ
わ
せ
て
襖
解
体
作
業
の
実
習
を
行

な
っ
た
。
 

こ
の
よ
う
に
豊
富
な
内
容
の
た
め
、
討
論
の

時
間
は
多
く
取
れ
な
か
っ
た
が
、
地
震
・
水
害

な
ど
の
大
型
災
害
が
頻
発
す
る
昨
今
、
中
国
地

方
の
関
係
者
の
ほ
か
、
東
北
や
九
州
か
ら
の
参

加
者
も
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
 

か
”
一引
川
“
リ
 

昨
年
発
足
し
た
広
文
協
（
広
島
県
市
町
村
公
 

文
書
等
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
）
で
は
、
去
る
 

三
月
に
平
成
十
三
年
度
の
第
一
回
と
第
二
回
の
 

研
修
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。
 

第

一
回
 

テ
ー
マ
 
「
市
町
村
史

（
誌）
編
さ
ん
の
実
務
」
 

講
 
師
 
六
郷
 
寛
氏
（
千
代
田
町
教
委
）
 

会
 
場
 
芸
北
民
俗
芸
能
伝
承
館
（
山
県
郡
千
 

代
田
町
有
田
）
 

参
加
者
 
1
3名
 

第
二
回
 

テ
ー
マ
 
「
古
文
書
の
保
存
と
装
備
」
 

講
 
師
 
長
沢
 
洋
氏
（
県
立
文
書
館
）
 

会
 
場
 
県
立
文
書
館
会
議
室
 

参
加
者
 
1
4名
 

収
蔵
文
書
目
録
刊
行
の
お
知
ら
せ

、
 

平
成
十
一
年
度
に
、
『
広
島
県
立
文
書
館
収

蔵
文
書
目
録
』
第
七
集
と
し
て
、
備
後
国
御
調

郡
尾
道
町
橋
本
家
文
書
目
録

（1
）
を
刊
行
し

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
第
八
集
と
し
て
、
前
回

に
続
き
、
備
後
国
御
調
郡
尾
道
町
橋
本
家
文
書

目
録

（2
）
を
刊
行
し
ま
し
た
。
 

(
1）
で
は
、
本
家
惣
勘
定
帳
を
は
じ
め
、
橋

本
家
の
商
家
経
営
全
般
に
関
す
る
文
書
を
収
録

し
ま
し
た
が
、
（2
）
で
は
、
商
家
経
営
の
う

ち
、
（1
）
で
収
録
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
加

え
、
橋
本
家
の
家
関
係
文
書
お
よ
び
町
生
夫
川
役

な
ど
の
公
職
・
行
政
関
係
文
書
な
ど
を
収
録
し

ま
し
た
。
ま
た
、
（2
）
で
は
、
当
館
所
蔵
の

橋
本
家
文
書
に
加
え
、
橋
本
家
か
ら
寄
託
さ
れ

た
文
書
も
、
新
た
に
収
録
し
て
い
ま
す
。
 

橋
本
家
文
書
目
録
は
、
こ
の
二
冊
を
も
っ
て

完
結
し
ま
し
た
。
 

利
用
案
内
 

■

開
館
時
間
 

＊
月
ー
金
曜
日
 
9
時

ー
1
7時
 

＊
土
曜
日
 

9
時

ー
1
2時
 

■

休
館
日
 

＊
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日
 

＊
年
末
年
始
（
1
2月
2
8日
1
1
月
4
日
）
 

■

交
通
 

*
J
R
広
島
駅
よ
り
バ
ス
（
広
島
港
行

き
）
又
は
路
面
電
車

（
紙
屋
町経
由

宇
品
行
き
）
い
ず
れ
も
広
電
本
社
前

下
車
約
五
〇
〇
m

、
広
島
県
情
報
プ

ラ
ザ
2
F
 

広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り

第
ニ
＋
号
 

平
成
十
四
（

一
〇
〇
一）
年
七
月
八
日
発
行

編
集
発
行
 
広
島
県
立
文
書
館
 

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
ー
四
七

電
 
話
 
〇
八
ニ
ー
二
四
五
ー
八
四
四
四
 

F
A
x
 
〇
八
ニ
ー
二
四
五
ー
四
五
四
一

印
 
刷
 
株
式
会
社

柳
盛
社
印
刷
所
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